
海上自衛隊の魅力を発信　横須賀地方隊部隊見学
水
艦
の
見
学
を
し
た
い
。」
と
の
熱
烈
な
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
企
画
に
至
り
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地

自
衛
隊
の
重
責
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。」、「
最
新
鋭
の
潜
水
艦
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
技
術
の
高

し
た
。
学
生
た
ち
は
海
上
自
衛
官
と
し
て
の
や
り
が
い
や
入
隊
を
選
択
し
た
決
め
手
等
に
つ
い
て
質

表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

部
学
生
か
ら
、「
海
洋
国
家
で
あ
る
我
が
国
の
領
海
の
防
衛
を
担
う
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
及
び
潜

所
属
の
潜
水
艦
「
た
い
げ
い
」
の
特
別
公
開
が
実
現
し
た
。

味
を
抱
い
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
次
い
で
護
衛
艦
内
の
食
堂
に
お
い
て
乗
組
員
と
懇
談
会
を
開
催

魅
力
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

て
い
る
。

学
生
の
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
隊
部
隊
見
学
を
支
援
し
た
。
こ
の
部
隊
見
学
は
、
中
央
大
学
法
学

ま
ず
は
護
衛
艦
の
機
関
操
作
室
に
お
い
て
見
学
を
実
施
し
た
。
機
関
操
作
室
に
は
艦
内
の
状
態
を

一
手
に
把
握
で
き
る
制
御
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
学
生
た
ち
は
簡
明
で
機
能
的
な
シ
ス
テ
ム
に
大
変
興

問
し
会
話
が
弾
ん
だ
。
最
後
に
潜
水
艦
の
概
要
説
明
を
乗
組
員
か
ら
受
け
、
艦
内
見
学
を
実
施
し

隊
が
職
業
の
選
択
の
一
つ
と
な
れ
る
よ
う
に
対
象
者
フ
ァ
ー
ス
ト
で
募
集
活
動
を
行
っ
て
い
く
と
し

参
加
し
た
学
生
た
ち
か
ら
は
、「
わ
が
国
の
生
命
線
で
あ
る
海
洋
の
自
由
と
安
全
を
守
る
、
海
上

た
。
学
生
た
ち
は
普
段
見
る
こ
と
出
来
な
い
潜
水
艦
の
構
造
を
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
て
満
足
げ
な

さ
に
驚
愕
し
ま
し
た
。」、「
護
衛
艦
、
潜
水
艦
の
乗
組
員
の
皆
さ
ん
の
雰
囲
気
の
良
さ
か
ら
職
場
の

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
台
東
出
張
所
は
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
し
て
募
集
対
象
者
に
自
衛

新島高等学校で防災講話を実施
し
た
。

し
、
人
材
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

つ
い
て
説
明
し
た
。
こ
の
際
、
防
災
士
の
資
格
を
持
つ
学
生
か
ら
、
島
内
の
避
難
所
に
お
い
て
学
生

防
災
講
話
後
に
は
、
実
技
と
し
て
自
衛
隊
式
の
止
血
法
を
紹
介
・
展
示
・
実
習
す
る
と
と
も
に
、

切
り
に
、
今
後
起
こ
り
得
る
首
都
直
下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

い
と
い
う
特
性
を
鑑
み
、
学
生
自
ら
が
自
助
だ
け
で
な
く
、
共
助
の
意
識
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
に

身
近
な
物
を
使
っ
て
止
血
す
る
方
法
に
つ
い
て

災
し
た
場
合
、
避
難
所
生
活
に
な
る
こ
と
か
ら

し
て
い
る
。

べ
き
か
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再

（
東
京
都
新
島
村
）
に
お
い
て
、
学
校
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
高
齢
化
が
進
む
新
島
村
の
若
年
層
に

避
難
の
流
れ
、
避
難
の
判
断
、
避
難
時
の
注
意
事
項
及
び
避
難
所
生
活
で
の
留
意
点
に
つ
い
て
説
明

所
長
に
よ
る
防
災
講
話
で
は
、
当
初
、
能
登
半
島
地
震
に
伴
う
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
概
要
を
皮

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
港
出
張
所
（
所
長　

濱
田
３
陸
佐
）
は
７
月
５
日
、
新
島
高
等
学
校

し
た
。
特
に
、
新
島
村
内
の
避
難
場
所
・
避
難
所
に
つ
い
て
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
多

で
も
で
き
る
事
項
に
つ
い
て
補
足
説
明
を
し
て
も
ら
い
、
理
解
促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

紹
介
し
た
。

要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し
た
。」、「
実
際
に
被

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
新
島
村
の
特
性

普
段
か
ら
何
を
準
備
す
べ
き
か
、
ど
う
行
動
す

を
踏
ま
え
て
、
共
助
の
意
識
を
持
つ
こ
と
の
重

港
出
張
所
は
、
今
後
も
新
島
高
等
学
校
で
の

る
と
と
も
に
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
理
解
を
促
進

れ
た
。

認
識
し
た
。」「
自
衛
隊
式
の
止
血
法
を
実
際
に

防
災
講
話
に
協
力
し
、
防
災
意
識
の
醸
成
を
図

体
験
で
き
て
良
か
っ
た
。」
等
の
感
想
が
聞
か
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自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
台
東
出
張
所
（
所
長　

野
川
１
陸
尉
）
は
６
月

日
、
中
央
大
学

方
隊
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
第
２
護
衛
隊
群
所
属
の
護
衛
艦
「
た
か
な
み
」
及
び
第
11
潜
水
隊

対
し
て
防
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
目
的
で
、
新
島
高
等
学
校
２
年
生
10
名
に
対
し
防
災
講
話
を
実
施


